
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カリフォルニア州 

水計画 

実行の枠組み ハイライト 
カリフォルニア州水資源局 （公報 160-05） 2005 年 12 月 



 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

カリフォルニア州水計画 （2005 年版） 
＜全 5 巻＞ 
 

第 1 巻：戦略的計画 

第 2 巻：25 の資源管理戦略 

第 3 巻：12 の地域報告 

第 4 巻：参照ガイド（60 以上の項目） 

第 5 巻：技術ガイド (オンライン文書) 

 
「カリフォルニア州水計画（2005 年版）」とその要約版である「水計画ハイライト」

は 2005 年 12 月に完成しました。2005 年版は全 5 巻の報告書からなり、要約版お

よび紹介用ビデオである「Water for Tomorrow」とともに付属の CD および DVD に
収められています。オンラインでは www.waterplan.water.ca.gov から入手することが

できます。「水計画ハイライト」および第 1, 2, 3 巻の印刷物がご入用の際は

1-916-653-1097 にお電話ください。その他の形式のものを希望される場合は広報室

1-800-272-8869 にお問い合わせください。 

表紙写真：水資源局（DWR）写真室作成



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

水資源局長からのメッセージ

「カリフォルニア州水計画（2005 年版）」

は、カリフォルニア州の水資源管理に対す

る我々の見解の根本的な変化を象徴し、ま

た、州内の様々な水問題に取り組むうえで

の地元機関や利益団体との州政府の関わり

方の根本的な変化を象徴している点でこれ

までの更新版とは大きく異なっているとい

えます。 
 
今日、カリフォルニア州の水資源管理の方

法は変化しています。我々は、資源管理問

題、水需要における競合、水供給を安定さ

せるための新しいアプローチ、資金調達方

法の開拓など、幅広い問題を考慮しなけれ

ばなりません。貯水や送水の方法などにつ

いても、水保全、水の再利用、脱塩をはじ

め、数多くの戦略をより多く取り入れたも

のになりつつあります。また、今日、地元

の水機関や自治体は、より統合的かつ包括

的な費用効果のある地域水計画の立案に向

けて共同で取り組むようになっています。

 
21 世紀 初の更新版となったこの「カリフ

ォルニア州水計画（2005 年版）」は、州内

の現在から将来までの水需要を満たすため

のロードマップとして、州内の緊急を要す

る水課題を見出だすとともに、その戦略計

画において目標・政策提言・行動を提示す

ることにより、将来的な変動にも対応でき

る持続可能な水利用と確実な水供給の実現

を目指します。また、供給増大、水の効率

的使用、水質保護、環境復元を意図した一

連の管理戦略と連携アプローチの概要を示

します。 

カリフォルニア州の各地域が持つ目標は、た

だ一つの水戦略ではそのすべてを適えること

はできません。今後のカリフォルニアにとっ

て必要であるのは、統合的地域水管理です。

統合的地域水管理により、各地域の水ポート

フォリオ（水資産の構成）戦略は多様化され、

地域・州・連邦の資源や資金が 大限に活用

されます。「州水事業」等の州規模の水管理制

度がカリフォルニアの経済にとって今後も極

めて重要である一方、統合的地域水管理は各

地域に多面的な便益をもたらす取り組みを実

施させ、それぞれの自給率の向上を促します。

 
州民のために州の基幹経済を守り、健全な環

境を維持し、確実な水供給を確保していくた

め、カリフォルニア州は水管理活動に大幅な

投資を行なう必要があります。近年、州全域

に便益をもたらす多くの水管理戦略に資金を

調達するための一連の公債発行に有権者の承

認が得られました。この水公債は今後も必要

な資金を調達していくことになりますが、州

内の各コミュニティはより確実で安定した資

金源を必要としています。カリフォルニア州

水資源局は、すべての州民に確実な水供給を

確保しつつ、州内全域の水管理制度の長期的

改善を図るために、ひきつづき一般財源債お

よび特別財源を支援していく予定です。 
 
「カリフォルニア州水計画（2005 年版）」は、

カリフォルニア州の水資源を将来にわたって

確保するため、我々が実施すべき水管理戦略

– ひいては我々が行なうべき投資 – を紹介

しています。 
 
 

レスター A. スノウ 

カリフォルニア州水資源局長 



 

 
 

 

 

  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
カリフォルニア州の水収支は年によって大き

く変化します。過去 3 年を見ると、水量ととも

に以下の相対的比率が大きく変化していま

す：a) 都市および農業部門への水供給と環境

への水供給(水の用途を参照)；b) 水の発生場所

(水の発生源を参照)；および c) 各部門におけ

る水の再利用の状況。各年とも、供給水の量は

カリフォルニアの全降水量および流量のほん

の一部でしかありません。残りの水（年平均で

約 1 億 2,000 万エーカーフィート）は、蒸発し

たり、自然の植生に使用されたり、雨の形で農

業や湿地管理に利用されたり、州外や塩性湿地

へ流出するなどしています（州全体および各地

域の水量状況については第 3 巻を参照）。 

カリフォルニア

カリフォルニア州の水収支

百
万
エ
ー
カ
ー
フ
ィ
ー
ト

湿潤年 
1998 

平均年 
2000

乾燥年 
2001 

水の発生源 水の用途 

河川環境 
再使用、再利用

地下水 
州/連邦水事業 
コロラド州水事業

地元水事業 

自然渓流、景勝河川

環境管理 
灌漑農業 
都市用水 
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カリフォルニア州は多様性に

極めて富む州であり、文化・

生態系・地理・水文の面でカ

リフォルニアの多様性に匹敵

する州は全米を見渡しても他

にありません。しかしその多

様性のために、カリフォルニ

ア州の地下水および地表水の

管理には特別の困難が伴いま

す。カリフォルニア州では、

雪や雨の大部分は山岳地帯で

降り、その水の大半は峡谷部

や沿岸平野において用いられ

ます。また、降水量は年によ

っても場所によっても異なり

ます。湿潤な年には洪水の危

険があり、干ばつの年には供

給可能な水量が圧迫されます。 

州全体で見ると、ほぼ毎年、

農業、市営水道、工業用水の

管理目標の大部分が達成され

ています。カリフォルニア州

は、過去 50 年にわたってその

水需要の大半を広大な貯水・

送水網、地下水開発を通じて、

さらに 近では水使用の効率

化を通じて満たしてきました。 

 

現在の、また、将来にわたっ

ての大きな挑戦は、あるべき

時と場所に水を確保すること

です。これは、特に乾燥した

年に困難を極めます（2000 年

の水収支を参照；降水量は平

均年の 72%）。それらの年に

は、環境管理用水が大きく削

減され、農業用水も少なくな

ります。また、地下水への依

存が高まり、多くの水使用者

にとってコスト高となります。

また、すでに水使用の効率化

を図っている使用者にとって

干ばつのときにさらに使用量

を削減することは簡単なこと

ではありません。乾燥した年

には水使用者間の競争が増し、

水管理はより複雑になり、時

に係争に発展することにもな

ります。 

 
 

 
 
 

過去 50 年にわたって DWR は主として広大な貯水・

送水網、地下水開発、また 近では水使用の効率化

によって水需要を満たしてきました。 

 

の水 現在 
行動への枠組み



 
 
 
 
 
 
 
 
今後、人口が増加し、需要形

態が変化し、環境ニーズがよ

り深く理解され、地球規模の

気候変動等がカリフォルニア

州の水資源や水系に与える影

響がより明確になるにつれ、

水管理問題はさらに複雑なも

のとなるでしょう。将来予測

の不確実性に対応するため、

「カリフォルニア州水計画

（2005 年版）」は、2030 年の

水状況に関して 1 つの“起こ

り得る未来”ではなく、信憑

性がありつつもそれぞれ異な

る 3 つの基本シナリオを提示

しています。これらは予測で

はありません。また、水管理

機関が支援する新しい水保全

プログラムや気候変動の影響

は考慮されていません。これ

らは様々な仮定に基づいて描

かれた未来像であり、2030 年

における 3 パターンの水需要

の状況をあらわします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

カリフォルニア

2030 年の水需要の変化（シナリオ別） 

地域別の変化 

10
0
万
エ
ー
カ
ー
フ
ィ
ー
ト

/年

現在の
傾向 資源集約度が

低い場合

資源集約度
が高い場合

南部沿岸部

北部沿岸部 北部ラホンタン地域 

サクラメント川 

サンホアキン川
サンフラン
シスコ湾 

中部 
沿岸部 

ツラーレ湖 

南部ラホンタン地域

コロラド川

南部沿岸部 

これらの図は、2000 年から 2030 年ま

での平均年の 3 つの基本シナリオに

おける水需要の変化を地域別（左

図）、州全域のセクター別（右頁左

図）、および州全域の変化と地下水の

過剰汲上げ（右頁右図）により示し

たものです。 

基
本
シ
ナ
リ
オ 

これらの 3 つの基本シナリオには

a) 水使用者が独自に取る行動（自

然発生的保全）；b) 水機関のプログ

ラムによって奨励される行動；と

いう水使用効率化のための 2 種類

の行動が含まれています。各シナ

リオ間では、自然発生的保全の相

違のみが想定されています。また、

すべてのシナリオには、水機関に

よる費用効果の高い取り組みの継

続的な実施が想定されています。
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各シナリオが描く 2030 年の

ベースラインについて水社会

は本冊子の P.14 および P.15 

に示される管理戦略をいくつ

か組み合わせて実施する必要

があります。 

将来の水需要は、地域ごと、

また部門ごとにばらつきがあ

ることから、ただ 1 つの水管

理戦略では十分に対応するこ

とはできません。よって、カ

リフォルニア州は、各地域が

その地域の状況に合わせて対

応を形作るように図らなけれ

ばなりません。これを も効

果的に達成するには、強力な

州域水管理制度によって支え

られた統合的地域水管理を実

施することが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の傾向： 

以下に示す 近の傾向が今後も

続きます。：人口増加と開発形

態、農業・工業生産、環境管理

を目的とする水の利用、自然発

生的保全（配管規格の変更、消

耗による機材の交換、水使用者

が独自に取る行動等）。 

資源集約度が低い場合： 

人口増加については 近の傾向

が続き、農業・工業生産、環境

管理を目的とする水の利用、自

然発生的保全は「現在の傾向」

よりも増大します（しかし、現

在利用可能な費用効果の高い保

全措置を全面的に実施した場合

と比べるとその割合は低くなり

ます）。 

資源集約度が高い場合： 

「現在の傾向」よりも人口増加

率が高まり、農業・工業生産は

拡大しますが、環境管理を目的

とする水の利用は増加せず

（2000 年水準）、また自然発生

的保全は減少します。 

 

 

 

 

の水 2030 年 
行動への枠組み

部門別の変化 州全体の変化と地下水過剰汲上げ＊ 

10
0
万
エ
ー
カ
ー
フ
ィ
ー
ト

/年
 

10
0
万
エ
ー
カ
ー
フ
ィ
ー
ト

/年
 

現在の傾向 資源集約度が 
低い場合 資源集約度が

高い場合 

都市 農業 環境 

現在の
傾向

資源集約度が
低い場合

資源集約度が 
高い場合 

200 万エー
カーフィー
トの過剰汲
上げ 

＊州全域で地下水過
剰汲上げを止めるに
は、各シナリオとも
さらに年間 200 万エ
ーカーフィートの削
減が必要。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カリフォルニア州は 2030 年

までに水利用の持続可能性と

水供給の安定を確保していな

ければなりません。水の利用

を持続可能なものとするため

には、カリフォルニアにおけ

る水管理の基盤として以下の

3 つの基本行動を実施する必

要があります。 

・ 効率的な水利用 

・ 水質保護 

・ 環境の保護と復元を促す

形での水管理 

 

水供給を確実なものとするた

めには、これらの行動を取り

入れた以下の 2 つの基本方針

に基づいて水管理を行なう必

要があります。 

・ 統合的地域水管理の促進

および実施 

・ 州の水管理の柱である州

規模の水管理制度の維持

および改善 

 

「カリフォルニア州水計画

（2005 年版）」は、これから

2030 年までの間にカリフォ

ルニア州の水需要を満たして

いくためのロードマップです。

この計画は、州および各地域

に影響を与える も切迫した

課題や挑戦を特定しています。

また、地球規模の気候変動が

カリフォルニアの水供給、洪

水管理および生態系の健全性

に与える影響も提示していま

す。さらに、地下水および地

表水の資源を 大限に活用す

るために今後投資を均衡させ

ていくにあたって望ましい政

策、管理戦略、連携アプロー

チについて提言を行なってい

ます。これらの提言はこの「ハ

イライト」の 後に記載され

ていますが、「カリフォルニア

州水計画（2005 年版）」の第

1 巻の実施計画の中でも詳細

に説明されています。 

2003 年への

活発な経済 

健全な環境 

高い生活水準 

 

効率的な水使用 
 

水質保護 
環境スチュワードシップ 

（管理責任）に対する

支援 

統合的地域水管理の

実施 
州全域の水管理制度

の向上 

ビジョン 

確実な水供給の 

ための基本計画 

持続可能な水使用の 

ための基本行動 
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持続可能な水利用 

水管理がカリフォルニアの自

然環境に与える影響を 少に

抑えながら必要とする水供給

を確保していくためには、水

を効率的に使用することに

よって既存の供給量を 大限

に活用しなければなりません。

保全や再利用など、水使用の

効率化対策に関してカリフォ

ルニアはすでに主導的位置に

あります。限りある水資源を

めぐる競争が高まっているた

め、このような取り組みを続

けるだけでなく、革新的な研

究を行う必要があります。水

使用の効率化は、需要の増加

に対処するための第一の方法

であることは今後も変わらな

いでしょう。 

 

将来的には、水使用の効率化

の概念を拡大し、地下水資源

および地表水資源、また、水

管理制度を 大限に活用する

ために以下の方法を取り入れ

ていく必要があります。 

・ 都市用水や農業用水の使

用効率の向上 

・ 都市用水の再利用促進お

よび用途拡大 

・ 水道施設の運営効率の向

上 

・ 地域的な水不足を解消す

るための環境、経済、社

会の各面で健全な水移送

の促進 

・ 地下水の過剰汲上げの削

減および解消 

 

カリフォルニアの人口が

3,650万人から 4,800万人に増

えれば環境に影響があるのは

必至です。一人一人が一滴の

水も無駄にしないで有効に利

用することにより、水供給が

将来にわたって持続し、経済、

社会、環境を健全に保つこと

ができます。 

 

また、市民の健康と環境衛生

を守り、目的とする用途に対

して水を確保していくために 

は、水質の保護が重要です。

水管理において水供給と水質

は切り離すことのできないも

のであり、水管理者は、需要

減と供給増を図るプロジェク

トの実施とともに、水質の保

護と向上のために以下の方法

および戦略を採用する必要が

あります。 

・ 地表水および帯水層の汚

染からの保護 

・ 飲料水および地下水を上

かする新たな処理技術の

開発 

・ 用途に適う水質の確保 

・ 都市流出水および農業流

出水の管理の向上 

・ 流域管理の向上 

行動への枠組み

ロードマップ 

「カリフォルニア州水計画（2005 年版）」は、これから 2030 年にかけて

カリフォルニア州の水需要を満たしていくためのロードマップです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来的には、水供給と環境は

一体的に考えていかなければ

なりません。 

水の管理は環境の保護および

復元が可能な形で行わなけれ

ばなりません。人間にとって

も環境にとっても水は極めて

重要な天然資源であり、水管

理の取り組みは資源管理と環

境保護に照らして実施してい

くことが必要です。カリフォ

ルニアの水開発には葛藤の長

い歴史があり、時として生態

系の保護が水供給事業の壁と

なることがありました。水供

給と環境は切り離して考えて

はならないものです。 

 

水管理者は、自らの管理責任

の一環として環境スチュワ

ードシップ（環境に対する管

理責任）の支援を義務付けら

れています。水管理者は、水

供給の整備および実施にあた

って以下の数々の方法で環境

スチュワードシップを取りい

れることが可能です。 

・ 生態系の復元における水

計画および土地利用計画

の統合 

・ 水生生態系の構造および

機能の復元と維持 

・ 水管理の取り組みによっ

て生ずる生態系異変の防

止 

・ 流域管理の向上 

・ 公共信託資源の保護 

・ 洪水管理と水供給管理の

統合 

 

水管理活動は時として環境に

影響を与えざるを得ないこと

があります。水を有効利用す

るために自然環境から取り出

すとき、環境には影響が及ぼ

されます。水管理活動を実施

するにあたっては、これらの

環境に対する負担を認識する

とともに復元対策を実施し、

環境衛生の維持および改善を

確保することが必要になりま

す。 

 

確実な供給確保のための基

本計画 

「カリフォルニア州水計画」

における 2 つの基本方針は、

これから 2030 年にかけて十

分な量の浄水を安価に供給す

るための方法を示すものです。

これらの基本方針は、基本行

動に基づいて実施されます。

第一の方針は、統合的地域水

管理の継続的な発展です。「カ

リフォルニア州水計画（2005

年版）」では、広範な資源管理

2030 年へのロードマップ 
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に即した地域の水管理目標の

達成を支援する25の戦略が特

定されています（「カリフォル

ニア州水計画（2005 年版）」第

2 巻を参照）。戦略は、水使用

の効率化、再利用、脱塩およ

び貯水のほか、水質改善、氾

濫原管理、流量管理、流域管

理、生態系の復元を取り扱っ

ています。これらの管理戦略

により、各コミュニティは、

それぞれの水ポートフォリオ

（水資産構成）を計画し、投

資し、多様化させることが可

能です。各地域は、地域内の

供給源を用いて自給率を向上

させることができ、また、他

の資源管理の取り組みとの統

一性が図られます。 

 

統合的地域水管理は、コミュ

ニティや地域がそれぞれの水

管理の取り組みの中に持続可

能な行動を組み込むためのア

プローチです。統合的地域プ

ログラムは、水の効率的な使

用、水質の保護、環境の復元

の 3 点をなし得る場合に水の

安定供給に 大の効果を発揮

します。 

 

この基本方針に含まれる要素

は、以下のとおりです。 

・ 地域パートナーシップの育成 

・ 統合的地域水管理計画の立案 

・ 地域の水ポートフォリオの

多様化 

 

第二の基本方針は、物理的な

施設や州規模の水管理プログ

ラムを含む州全域の水管理

制度の維持および改善です。 

 

これまで、州全域におよぶ基

本的な水道設備、使用者間で

の水の移送、供給区域内の水

の処理と配給、洪水防御、緊

急時の物資割当などを目的と

する広大な施設網が整備され

ており、カリフォルニアの水

管理の根幹をなすこれらの施

設の維持および向上を図り、

場所や時を選ばず常に水を利

用できる環境を整えることが

必要とされています。 

 

また、この基本方針には、水

質基準、監視プログラム、州

規模の水効率化計画などの週

規模の水管理プログラムも含

まれます。これらにより、州

政府は、州全域を対象とする

水計画の策定や生態系の復元

に関して主要な責任を果たす

ことができます。また、州は、

デルタ地域、ソルトン湖、モ

ノ湖、クラマス盆地、タホ湖

の保護や復元など、各方面に

公益をもたらし得る水問題に

ついて解決策を導くための共

同の取り組みを引き続き主導

していく必要があります。 

 

この基本方針には、州・連邦・

地方の機関および当局が実施

する以下の行動が含まれます。 

・ 経年劣化した施設の改良 

・ CALFED（ベイデルタ協

定）プログラムの実施 

・ 洪水管理の向上 

 

行動への枠組み



 

 

 

 

 

 

 

 

・ サクラメント -サンホア

キン・デルタの持続 

・ 地域パートナーシップの

育成 

・ 統合的地域水管理計画の

立案 

・ 地域の水資産の多様化 

 

カリフォルニア州は、過去

50 年にわたり、増大する水

需要の大部分を広域水事業

によって補ってきました。

これらの州・連邦・地域に

よる水事業は、現在ではカ

リフォルニアの水管理の基

盤となっていますが、州に

おける人口の増加、農業生

産形態の変化、環境ニーズ

によって生ずる水需要への

対応をそれだけで行うこと

はできません。水管理問題

の解決には地域間パートナ

ーシップが有効であり、こ

の地域間パートナーシップ

を通じて複合資源の問題を

検討することも可能です。 

 

地域間の協力は、個別の水供

給者では得られない機会を生

み出します。2030 年までの水

需要を満たすうえで重要なの

は、州政府の主導、支援、監

督のもとで行われる地域の水

計画と水管理です。統合的地

域水管理は、水戦略に関する

多様化したポートフォリオに

依存します。その結果として

立案される地域計画により、

有効な解決策が見出され、そ

の他の資源問題が検討され、

幅広い公的支援を得ることが

可能になります。 

 

「カリフォルニア州水計画

（2005 年版）」には、統合的

地域水管理の達成に向けて進

展を促すための短期的な取り

組みだけでなく、長期にわた

る成功をはぐくむ包括的な取

り組みも示されています。そ

れらの主要な取り組みの例と

して以下があります。

基本方針 1

持続可能な水利用、水供給の安定、より良い水質、環境ス

チュワードシップ、効率的な都市開発、農業保護、好況な

経済を確保するには、統合的地域水管理を促進することが

必要です。 
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地域パートナーシップの育成 

水供給者が地域内の他の組織

とパートナーシップを結ぶと、

単独の組織ではなし得ないよ

うな水事業を達成し、便益を

もたらすことができます。例

えば、各機関は、近隣の水供

給者との間に緊急時の接続を

確保することにより、水供給

の信頼度を高めることができ

ます。また、地域的な地下水

管理と併合利用に参画するこ

とにより、運営上の柔軟性を

増すことができます。地域的

な流域管理に参画すれば、水

質が保護されます。水の保全

と啓発プログラムは、他の機

関との協力によってコストの

削減が可能です。地域の生息

地保全計画に貢献することに

より、新たな事業が促進され

ます。その他の多くの地域的

な資源管理目標についても達

成が支援されます。 

 

パートナーシップは、統合的

地域水管理計画の立案や様々

な資金援助に対する申請資格

の獲得にもつながります。土

地利用計画機関とあらかじめ

調整しておくことにより、水

道事業者や土地利用計画者は、

将来の成長を予測して計画を

立てることができるようにな

り、地域の発展が水供給能力

を超えないように調整するこ

とが可能となります。言いか

えれば、地域間のパートナー

シップは、地域内の水やその

他の資源の 適な管理を可能

とします。 

 

統合的地域水管理計画の立

案と実施 

カリフォルニア州では、統合

的地域水管理にこれまで以上

に力を注いでいます。この包

括的なシステムをアプローチ 

とすることにより、地元機関

および当局は、臨機応変かつ

効率的に取り組みを行うこと

ができます。このアプローチ

は、地域にある既存資源をよ

り効率的に活用することを可

能とします。水質、地元の水

供給および他地域からの水供

給、流域の保護、廃水の処理

および再利用、地元の生態系

の保護など、水および関連資

源の管理におけるさまざまな

側面は、統合的地域水管理に

よって統合が図られます。 

 

行動への枠組み

統合的地域水管理の促進と実施 

州政府による主導と支援と監督のもと、各地域の水計画と水管理はこれ

から 2030 年までの水ニーズを満たしていきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

統合的地域水管理の原則 

・ 幅広く長期的な展望を持

つ。 

・ 幅広い便益、コスト、相

対関係を見出す。 

・ 持続可能な資源管理を促

進する。 

・ 地域の自給率を高める。 

・ 地域の干ばつ対策を進め

る。 

・ すべてのコミュニティが

参加できるオープンフォ

ーラムを活用する。 

・ 地元の機関および当局の

間の調整と連携を促進す

る。 

・ 健全な科学、 良のデー

タ、地元の知識を活用す

る。 

 

統合的地域水資源管理の原則

は、幅広く長期的な展望を見

据えたものとなっています。

それらの原則を適用すること

によって、各地域は複数の便

益を有する計画を立案するこ

とが可能となります。例えば、

すでに州内のいくつかの地域

では、水保全、汚染削減、農

業経済の維持、水生生息地の

改善を同時に図る事業が農業

用水利用者によって展開され

てきました。 

 

州政府は、市町村・郡・地域

の水機関や民間事業者による

有益な地域水管理計画の立案

を支援しなければなりません。

州の支援を得ることにより、

地元の水機関および当局は、

水計画と土地利用計画の間の

調整を推進する既存の法律や

州の政策を実施することが可

能となります。 

 

水資産の多様化 

カリフォルニア州の各地域は、

環境を保護し、費用効果があ

り、水供給と水需要を均衡さ

せる水資産構成（水ポートフ

ォリオ）を策定しなければな

りません。水を浪費するとい

うことは、貴重な資金と資源

を捨てているのと同じです。

既存の施設に対して引き続き

投資を行い、入念な計画に基

づいて新規の水開発を行なう

ことにより、将来のニーズを

満たせるだけの強力な基盤を

作り上げることが可能となり

ます。しかしながら、干ばつ

の影響を抑え、活気ある経済

を支え、将来の水需要を満た

していくためには、さらに、

水の保全および再利用を促進

し、地下水貯留を推進し、環

境に対して適切に水を供給し、

脱塩等の革新的な水技術の開

発を支援していく必要があり

ます。 

 

基本方針 1 統合的地域
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カリフォルニア州の各地域が持つ

目標は、ただ一つの水戦略ではそ

のすべてを適えることはできませ

ん。この「水計画（2005 年版）」

では、25 の資源管理戦略が特定さ

れていますが、これらの戦略は、

道具箱の中の一つ一つの道具にた

とえられます。仕事によって道具

の組み合わせが異なるように、こ

れらの戦略もまた、水供給と水利

用、気候、成長予測、環境、社会

条件等、地域の状況に応じて組み

合わせて使うことが必要です。 

 

不確実性が伴う将来の条件に柔軟

に対応するためには、このように

多様化された水管理戦略が極めて

重要です。 

 

主要な支援活動 

「カリフォルニア州水管理計画（2005 年版）」では、すべての

行動や計画において極めて重要な以下の支援活動が特定されて

います。 

 

・ 州政府による効果的な主導、支援、監督 

・ 州・連邦・地域の役割および責任の明確化 

・ 資金調達戦略の策定および公共投資が持つ役割の明確化 

・ 部族社会による参加および資金アクセスの拡大 

・ すべてのコミュニティでの環境正義の確保 

・ 地球規模の気候変動による影響への対処 

・ 新しい水技術への投資 

・ 水データの管理および解析の高度化 

・ 科学的理解の強化 

 

 

行動への枠組み

水管理 



 

 

 

 

 

 

各地域は、適切な選択を行うことにより、地域内の水資産構成(水ポートフォリオ)を多様化し、正当

な投資を行い、2030 年の水需要を満たしていくことが可能となります。各地域は、それぞれの水管理

の目標や目的に基づき、適切な資源管理戦略の組み合わせを選択することができます。これらの目標

は、水需要の削減、水供給の増大、水質向上、運用効率と水移送の改善、資源スチュワードシップ(資

源管理責任)の実施などを目指すものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

適切な選択

水需要の削減 水供給の増大 

水保全は、水事業者や消費者にとって大幅な資金と運

用コストの節約となり、環境劣化を防ぎ、複数の便益

を生み出すことから、水供給にとって有用な長期オプ

ションとなっています。 

・ 農業用水の効率的使用 

・ 都市用水の効率的使用 

カリフォルニア州の各コミュニティは、以下の革新的

な方法により新たな供給源を見つけています。 
・ 共同管理と地下水貯留 
・ 脱塩 － 汽水/海水 
・ 降水強化 
・ 市営水道水の再利用 
・ 表面貯留 － CALFED プログラム 
・ 表面貯留 － 地域/地区 

8 つの水資源管理オプションによ

る年間増水量 

このグラフは、8 つの水資源管理戦

略による年間の水需要／水供給の

増減を予測したものです。下方予

測値は、棒グラフの下部（濃紺）

に示されています。これらの予測

値は、第 2 巻に示される複数の研

究から導かれたものです。 

百
万
エ
ー
カ
ー
フ
ィ
ー
ト/

年 

都
市
用
水
の
効
率
的
使
用
（
適
用
量
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行動への枠組み

への投資 

水質向上 資源スチュワードシップ（資源管理責任）

運営効率と水移送の向上 

水質を向上させることにより、公衆衛生および生

態系の直接的な改善が可能になります。 
・ 飲料水の処理と配給 
・ 地下水－帯水層の修復 
・ 用途に適う水質の確保 
・ 汚染からの防護 
・ 都市流出水の管理 

水を他の便益的用途にも利用可能にするためには、

水以外の資源を保護することも必要です。 
・ 農業用地スチュワードシップ 
・ 経済的インセンティブ（貸付、補助金、水価格）

・ 生態系の復元 
・ 氾濫原管理 
・ 涵養区域の保護 
・ 都市部における土地利用管理 
・ 水関係のレクリエーション 
・ 流域管理 

カリフォルニアの水は、ニーズに基づき、発生源から使

用地へと運ばれています。 
・ 送水 
・ 水道系統の運営 
・ 水移送 

見通すことのできない将来の条件に柔軟に

対応するためには、多様な水管理戦略が極

めて重要です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 経年劣化した施設の改善 

・ CALFED プログラムの実

施 

・ 洪水管理の向上 

・ サクラメント－サンホア

キン・デルタの持続 

 

カリフォルニア州は、浄水の

確実な供給を確保し、生命や

資産を洪水から守り、干ばつ

に耐え、環境価値を維持する

ため、州全域におよぶ広大な

水管理制度に依存しています。

これらの水管理制度には、物

理的な施設および州規模の水

管理プログラムが含まれてい

ます。 

 

カリフォルニアの水管理の基

盤である施設には、1,200 を超

える州・連邦・地域の貯水池、

運河、処理施設、堤防が含ま

れます。これらのシステムは、

相互に連結していることもあ

れば、あるシステムの運営が

別のシステムの円滑な運営を

前提としていることもありま

す。そのため、一箇所が故障

しただけでもシステム全体の

運営が影響を受けると考えら

れます。 

 

経年劣化した水施設は、維持

管理と改修に多大なコストを

要します。また、以下の問題

に対応することが必要で

す。：人口増加と水使用形態の

変化に伴う水需要の充足；地

震や洪水のような壊滅的自然

事象に対する抵抗力；地球規

模の気候変動に伴って生じる

変化への適応。 

 

水施設を維持、改修、改良す

ることにより、水管理制度の

効率と適応力が高まります。

具体的には、新たな貯水、送

水能力の向上、システムの運

営方法の改善などが考えられ

ます。これらの改良は、シス

テムの信頼度と柔軟性を強化

し、変わり行く水供給の不確

実性に対応する能力を高めま

す。 

 

州規模の水管理プログラムは、

システムのより優れた運営を

支援します。プログラムには、

水質基準、監視プログラム、

経済的インセンティブ、水道

価格の設定方針などが含まれ、

また、州規模の水使用効率化 

基本方針 2 

確実な水供給、干ばつ・洪水管理の向上およびデルタの持続のため

には、州全域にわたる水管理制度の維持と向上が必要です。 
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プログラムには、装置基準、

ラベルリング、教育などが含

まれます。水管理制度の維

持・改善は、安定した水の供給、

すなわち、家庭、工業、ビジネ

ス、農業に利用できる低価格の

浄水の供給につながります。 

 

劣化施設の改善 

特に飲料水、下水処理、配水、

洪水調節を行なう施設を中心

として、州内の経年劣化した

水施設を改善する必要があり

ます。これらの施設には、州・

連邦・地元が運営しているも

のがあります。 

 

劣化した施設により、公衆の

安全、水供給の信頼性、水質

がリスクにさらされます。「カ

リフォルニア州水事業」は開

始してからすでに 30 年以上

を経ており、連邦政府の「セ

ントラルバレー事業」につい

ては 50 年以上が経過してい

ます。地元の施設の中には、

100 年以上前に建てられたも

のもあります。 

 

これらの施設およびその他の

劣化した施設については、公

共投資を保護し、水管理制度

が所定のサービスを引き続き

提供できるよう、細心の注意

をはらって維持、改修、改善

をしていかなければなりませ

ん。 

 

CALFED プログラムの実施 

CALFED ベイデルタ・プログ

ラムは、ベイデルタ地帯を有

効活用するために生態系を

回復し、また、水管理を向上

させる長期的で包括的な計

画を立案し実施していこう

とするものです。このプログ

ラムは、組織間の良好な調整

と包括的な資源管理施策の

実施を通じてデルタの運営

における対立を大幅に緩和

してきました。 

 

CALFED プログラムは、次の

行動を提案しています。 

ベイデルタ地帯の水中／陸上

生息地の改善および拡張を図

り、この地域の生態系機能を

改善する。 
・ ベイデルタ地帯の水供給

について、現在および将

来に予測される有益な用

途との適合を図る。 
・ あらゆる有益な用途に良

質の水を提供する。 
・ デルタ地帯の堤防の壊滅

的な決壊が土地利用、経

済活動、水供給、インフ

ラス施設および生態系に

与えるリスクを減らす。 
 

州政府は CALFED ベイデル

タ・プログラムを再活性化す

るために主導的役割を果たさ

なければなりません。そうす

ることによって、水供給の信

頼性の向上、水質の向上、生

態系の復元、堤防システムの

保全など、CALFED プログラ

ムの目標の達成に向けた進展

が可能となります。 

 

行動への枠組み

州全域にわたる水管理制度の維持と向上

経年劣化した施設は、公衆の安全、水供給の信頼性および水

質に対してリスクを及ぼします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

適切な洪水管理の必要性は、

かつてないほど高まっていま

す。 

 

洪水管理の向上 

適切な洪水管理の必要性は、

かつてないほどに高まってい

ます。カリフォルニア州セン

トラルバレーの洪水調節施設

は劣化しつつあり、場所によ

ってはすでに流失しています。

その一方でセントラルバレー

の人口は増加しつつあり、新

興住宅地や職場は洪水の危険

がある区域に押しやられてい

ます。にもかかわらず、洪水

防御施設を維持・改修するた

めの財源は大きく削減されて

います。それに加えて、 近

の裁判では、堤防が決壊して

洪水被害が生じた場合、その

責任は州および地域の機関に

あるという判決が下されてい

ます。 

 

セントラルバレーの洪水管理

は、短期的な解決と長期的な

解決を一挙に実現できるアプ

ローチを必要としています。

このアプローチは、カリフォ

ルニアを洪水による壊滅的な 

被害と経済的影響から守るた

めに、政策変更やプログラム

改革、また、資金調達提案に

関係する一連の戦略を含むも

のでなければなりません。戦

略の例としては、維持管理の

向上、施設の改修、より優れ

た緊急対応、洪水管理プログ

ラムに対する持続可能な資金

調達、より正確な洪水マップ

の作成、市民教育の充実、な

どがあります。法律や制度に

かかわる取り組みとしては、

洪水保険の義務付けの強化、

セントラルバレー洪水調節評

価区域の設定、損害賠償に対

する税金投入の削減などが含

まれます。これらの取り組み

は、氾濫原で生活し、働くこ

とを選択した人々が災害の危

険を認識するとともに洪水防

御施設のコストを負担し、洪

水が生じたらその結果を受け

止められるようにするための

ものです。 

 

洪水管理は単独で実施するも

のではなく、可能な限り、生

態系復元や農地の保護のよう

な他の目的と組み合わせて多

目的氾濫原管理の一環として

実施していかなければなりま

せん。 

基本方針 2 州全域の

この基本計画には、実際の施設と州全域にわた

る水管理プログラムが含まれます。 
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サクラメント -サンホアキ

ン・デルタの持続 
サクラメント -サンホアキ

ン・デルタはカリフォルニア

の水管理の中核であり、極め

て重要な水生生態系の生息区

域でもあります。カリフォル

ニアがこの広大な河口から引

き出す便益を維持するために、

公共および民間の組織が以下

のさまざまな活動を実施して

います：a) 州水資源管理委員

会による水質基準の設定；b) 
州水事業およびセントラルバ

レー・プロジェクトのそれら

の基準を遵守した運営；c) 連
邦・州・民間の組織による生

息地の保護；d) 農民による

500,000 エーカーの農地生産 
 
これらすべての活動に共通す

る要素は、デルタの堤防施設

であり、環境、農業、都市が

必要とする水供給は、これら

の堤防によって守られていま

す。デルタの堤防は、その他

にも、道路、都市、街、農地、

陸上および水中の生息地を保

護しています。CALFED のデ

ルタ堤防プログラムは、これ

らの堤防が壊滅的に決壊した

場合に土地利用、経済活動、

水供給、インフラ施設、生態

系に与えるリスクを減らすこ

とを目的としています。 
 
このような重要性にもかかわ

らず、デルタの堤防やそれが

保護する便益の持続が困難と

なる要素として、以下を挙げ

ることができます。 
・ デルタ地帯の島部分で泥

炭土が酸化して沈下を続

けており、島々を保護し

ている堤防に圧力を加え

ている。 
・ デルタまたはその周辺で

壊滅的な地震が発生する

と、複数箇所で堤防が決

壊し、海水がデルタに引

き込まれる怖れがある。

よって、堤防が修復され

て海水がデルタから洗い

出されるまでは、デルタ

の水が灌漑や人間の消費

にとって不適切となる。 
・ 気候変動によって海面が

上昇しつつあり、洪水流

量の規模も高まる怖れが

ある。 
・ 

デルタの堤防の維持と改

良には高いコストがかか

るが、利用できる財源が

そのニーズに見合うほど

十分ではない。 
・ 決壊した堤防の修復は極

めて高くつき、適切な維

持と改修に対する資金拠

出力にさらに負担がかか

る。 
 
サクラメント -サンホアキ

ン・デルタは、セントラルバ

レーの洪水調節事業のように、

短期的な解決と長期的な解決

を一挙に達成するアプローチ

を必要としています。このア

プローチは、デルタから得ら

れる便益と価値を維持するも

のでなければならず、また長

期にわたって持続可能なもの

でなければなりません。水資

源局は、デルタにおける現在

および将来のリスクを推定し、

堤防決壊の影響を認識し、代

替的なリスク低減戦略を評価

し、将来の行動に関して包括

的で長期的なビジョンおよび

計画を立案するために、すで

に数年前から研究を行ってい

ます。 
 

 

 

行動への枠組み

水管理制度の維持と向上 

サクラメント-サンホアキン・デ

ルタの堤防は、環境、農業、都

市に対する水供給を防御してい

ます。 



 

 

 

 

 

 

カリフォルニア州では、これから 2030 年にかけ

て持続可能な水利用と安定した水供給が必要で

あり、適切な選択と必要な投資を行なうことに

よって将来の水資源を確保していくことにして

います。水利用を持続可能なものとするために

は、カリフォルニアは、地下水および地表水の

管理を次の 3 つの基本行動に基づいて実施する

必要があります。 

・ 既存の供給を 大限に活用できるよう、水

を効率的に使用する 

・ 水質を保護する 

・ 環境の保護および復元が可能な形で水を管

理する 

 

安定した水供給を確保するためには、①統合的

地域水管理の推進および実施；②州全域にわた

る水管理制度の維持および向上；の 2 つの基本

方針に基づいて水管理を行う必要があります。 

 

カリフォルニアは、将来、特に乾燥の激しい年

に大きな水管理問題に直面することになると考

えられます。しかし幸運なことに、カリフォル

ニア州には、それらの問題に対処することが可

能なツールがあります。「カリフォルニア州水計

画（2005 年版）」には、地下水および地表水を

はじめ、関連する天然資源を有効に管理するた

めの数多くの戦略が特定されています。それら

の戦略を実施するために各個人がなすべきこと

は、率先して協力し合いながら取り組みに専念

することです。 

 

次に更新される「水計画」では、水使用の計測

や管理戦略の影響予測に関してより正確な測定

が可能になる予定です。今回発行した 2005 年版

の「カリフォルニア州水計画」は、カリフォル

ニア州が今後人間と経済と環境が必要とする水

を確保していくにあたって適切な選択に基づい

て投資を行うための手引きとなっています。と

もに力を合わせれば、次世代のカリフォルニア

の人々のために水の未来を確保することができ

ます。 

 

 

 

 

結論 
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行動への枠組み

提言 
「カリフォルニア州水計画（2005 年版）」では、今後 25 年間の提言が以

下のように示されました。これらの提言は、カリフォルニア州、州政府の

行政府と立法府、水資源局および州のその他の機関の意思決定者に向けて

行われています。 

1. カリフォルニア州は、公衆の健康を守

り、州の経済、環境、生活水準を向上させ

るために、信頼性が高く、持続可能であり、

良質かつ安価な水の保全に対して、また、

効率的な水管理および供給源の開発に対し

て投資を行わなければならない。 
 
2. 州政府は、インセンティブを提供して

地元の機関および当局、民間事業者を支援

し、統合的な資源を用意し、干ばつ緊急対

応計画を流域ごとに立案させ、地域の水資

源管理戦略を多様化させ、また、地域に対

してそれらの計画を実施する権限を与えな

ければならない。 
 
3. 州政府は、地域の水管理機関や地元当

局と協力して、地表水や地下水の水質汚染

の原因および結果を改善するための取り組

みを主導しなければならない。 
 
4. カリフォルニア州は、州・連邦・地域

の機関が運営する経年劣化した水関連施設

について、特に飲料水と下水処理施設を中

心に維持、改修、改善を行わなければなら

ない。 
 
5. 州政府は、引き続き CALFED ベイデル

タ・プログラムの主導的役割を担い、安定

した水供給、水質、生態系の復元および堤

防の保全を均衡させる形で継続的に進展さ

せていかなければならない。 
 
6. 州政府は、（a）地域だけでは達成でき

ないが；（b）州だとより効率的に達成でき；

（c）各地域や各州にまたがる問題または国

際的な問題に関係し；（d）幅広い公益性を

有する；水計画の立案と管理活動を主導し

なければならない。 
 
7. カリフォルニア州は、州・連邦・地域

の機関や当局の水における役割、権限、責

任を定義し、明確化しなければならない。

8. カリフォルニア州は、次の 25 年間の水

および水関係の資源ニーズに対する公共投

資の役割を定義できる、幅広く現実的で安

定した資金調達戦略を開発しなければなら

ない。 
 
9. 州政府は、地元機関や地元当局が有望

な水技術をより費用効果のある方法で実施

できるように研究開発に投資しなければな

らない。 
 
10. 州政府は、地球規模の気候変動が我々

の水資源や水管理制度に与える影響の予測

およびそれに対する準備を支援しなければ

ならない。 
 
11. 水資源局およびその他の州機関は、他

の連邦・部族・地域の組織や研究組織と協

力のうえ、地域的な統合資源計画およびプ

ログラムの策定、評価、実施に必要なデー

タ、分析ツール、情報管理および情報交換

を向上させなければならない。 
 
12. 水資源局およびその他の州機関は、水

資源の計画立案と配分において公的委託と

いう価値を明確に考慮し、可能な限りそれ

らの公的委託に基づく用途を保護しなけれ

ばならない。 
 
13. 水資源局およびその他の州機関は、部

族政府の代表者を招聘、奨励、支援するこ

とにより、州全域・地域・地区の水計画立

案過程に参加させ、また、水事業用の州の

財源にアクセスできるようにしなければな

らない。 
 
14. 水資源局およびその他の州機関は、貧

困層や社会的弱者の代表者、また、彼らに

水を提供している地元機関や民間の水事業

者を奨励、支援することにより、州全域・

地域・地区の水計画立案過程に参加させ、

また、水事業用の州の財源に他と同様にア

クセスできるようにしなければならない。
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